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はじめに  

○ 「もんじゅ」は、「革新的エネルギー・環境戦略」（平成２４年９月１４日エネル

ギー・環境会議決定）（以下、「戦略」という。）において、「国際的な協力の

下で、高速増殖炉の成果の取りまとめ、廃棄物の減容及び有害度の低減

等を目指した研究を行うこととし、このための年限を区切った研究計画を策

定、実行し、成果を確認の上、研究を終了する。」とされている。 

○ 文部科学省は、同戦略を受けて、「もんじゅ」等の具体的な研究計画を策定

するために、科学技術・学術審議会 研究計画評価分科会 原子力科学技

術委員会の下に、もんじゅ研究計画作業部会を 10 月 10 日に設置し、これ

まで５回の検討を行ってきた。 

○ 本中間的な論点のとりまとめは、今後の計画の策定に向け、これまでの検

討を通して明らかになった論点・課題に基づく研究計画の方向性を示すと

ともに、当面の研究の進め方や今後検討すべき課題について整理したもの

である。 

○ 今後、詳細な計画の策定に向け、更なる検討を行う。 

 

Ⅰ．「もんじゅ」の研究計画策定における基本的考え方  

○ 「もんじゅ」については、国内における高速増殖炉に関する技術の確立・継

承が行えるよう高速増殖炉開発の成果を取りまとめる。 

○ これに加え、重要な視点の一つとして取り組むこととしてきた放射性廃棄物

の減容及び有害度の低減に関する研究について、従来より重点を置く。 

○ このような観点より、今回の研究計画における「もんじゅ」の役割を以下の２

点とし、研究計画の策定をする。 

 高速増殖炉プラントとしての安全性を含む技術成立性の確認等の高速

増殖炉の成果のとりまとめに向けた中核的な研究開発の場 

 廃棄物の減容及び有害度の低減等を目指した中核的な研究開発の場 

○ なお、研究計画については、これまでの開発経緯を踏まえ、効果的・効率

的に、かつ国民にその過程・成果が伝わるよう明確な目標をもって研究を推

進していくという観点から年限を区切ることとし、国際的な協力の下で研究

を行うことを重視する。 
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Ⅱ．高速増殖炉開発の成果のとりまとめを目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 「もんじゅ」は、国内唯一の発電設備を有するナトリウム冷却高速増殖炉で

あり、国内における高速増殖炉に関する研究開発を行い、そこで確立され

た技術の継承が行えるよう開発成果をとりまとめていく観点において重要な

施設である。 

○ 「高速増殖炉開発の成果の取りまとめ」という目標を達成するために、まず、

世界の高速増殖炉/高速炉研究開発における「もんじゅ」の位置づけを技

術的観点から整理する。 

○ その上で、「もんじゅ」において開発する技術について、高速増殖炉開発に

おける技術の重要度及び「もんじゅ」を利用することの優先度の２つの観点

により分類し、成果のとりまとめに必要となる技術項目をこれら重要度・優先

度を軸に抽出する。 

○ その後、各技術について、必要となる成果の程度及びその達成するために

必要となる研究期間を検討し、上記重要度・優先度を踏まえて成果のとりま

とめに必要となる研究期間を特定、これに基づく研究計画を策定する。 
 

２．これまでの検討経過 

○ 高速増殖炉プラントとしての技術成立性の確認に必要な技術を特定するた

め、「もんじゅ」の技術体系を整理し、以下の５種類に大別した。 

 炉心・燃料技術 （例）炉心管理技術、燃料照射挙動確認等 

 機器・システム設計技術 （例）プラント系統設計技術・評価技術、計測

設備設計技術・評価技術等 

 ナトリウム取扱技術 （例）ナトリウム管理技術、検査技術等 

 プラント運転・保守技術 （例）保守管理技術、運転管理技術等 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故（以下、東電福島原発事故と

いう）を踏まえたシビアアクシデントに関する安全機能確認・評価技術  

（例）シビアアクシデント対策技術・安全解析評価技術 

○ その上で、「もんじゅ」独自の技術と「海外炉」と「もんじゅ」共通の技術、「海

外炉」独自の技術に区別した技術マップを作成し、世界の高速増殖炉/高

速炉開発における「もんじゅ」で開発可能な技術の位置づけを整理した。 

○ さらに、高速増殖炉開発における技術の重要度及び「もんじゅ」を利用する

ことの優先度の分類基準に基づき、研究開発項目の分類を行い、技術項
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目ごとに個別技術の重要度・優先度の整理を行った。（添付資料１参照） 

○ なお、東電福島原発事故を受けた高速増殖炉の安全性強化の検討の一環

として「もんじゅ」が行うべきことについては、Ⅳ．で後述する。 
 

３．当面の研究の進め方 

○ まずは、「もんじゅ」が設計された通りの性能を有しているか確認を行うため、

安全確保に万全を期しつつ性能試験実施に向けた準備を行う。【研究開発

実施に向けた準備については、Ⅴ．で後述】 

○ そのため、これらを実施するために必要な試験計画を、現在検討されてい

る重要度・優先度分類の整理を踏まえ、検討・策定を行う。 

○ また、事故・故障等に関する知見を集積し、「もんじゅ」を含む高速増殖炉の

技術体系へ反映する仕組みを継続的に運用・改善する。その際、「もんじ

ゅ」は、実存するプラントとしての運転等を通じたリスクアセスメント・マネジメ

ント研究の実践の場として活用する。 

○ 研究に当たっては、国際協力を積極的に活用する。 
 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 上記研究開発項目の分類結果に基づき、それぞれの技術項目の達成形態

や達成時期についてさらに詳細検討し、高速増殖炉プラントとしての技術

成立性の確認に必要なデータ等の洗い出しを行い、そこから研究計画に必

要な期間及び計画の内容を検討する。 

○ 研究を国際協力の下で行うための具体的な検討を行う。 
 

Ⅲ．廃棄物の減容及び有害度の低減を目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 「もんじゅ」をはじめとする高速増殖炉/高速炉は、軽水炉では燃やすことが

難しい「高次化プルトニウム」や「マイナーアクチニド」を燃料として燃焼する

ことが可能である。このため、高レベル放射性廃棄物の減容及び有害度の

低減等の環境負荷低減に貢献すると考えられている。 

○ 一方で、「常陽」等を用いてこれまでもマイナーアクチニド含有燃料等に関

する基礎的な研究は行われてきたが、実際の燃料規模で環境負荷低減の

有効性を確認するための核的性能や燃料性能に関する知見が十分ではな

い。「もんじゅ」は、これらの知見を得るために重要な施設である。 

○ 以上を踏まえ、まずは「高速増殖炉/高速炉による環境負荷低減の有効性
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を確認すること」を目標とし、「もんじゅ」において燃料照射試験と分析を行

いデータの収集を実施するとともに、「もんじゅ」のデータを補強・補完する

観点から、「常陽」でも照射試験等を実施する。 

○ 加えて、燃料の製造・照射・処理の各段階で必要な研究を実施する。 
 

２．これまでの検討経過 

○ 国内及び海外の高速中性子照射場の性能や照射実績等を整理した上で、

環境負荷低減の有効性を確認するために追加的に実施すべき試験項目を

選定し、「もんじゅ」及び「常陽」を用いた照射試験の内容の検討を実施した。

（添付資料２参照） 

○ また、照射試験以外にも有効性の確認に貢献する研究の検討のため、再

処理等の基礎的な研究について検討を実施した。 
 

３．当面の研究の進め方 

（１）「もんじゅ」で行うべき研究開発 

○ 「もんじゅ」において、長期停止中にプルトニウム 241 の崩壊により蓄積した

アメリシウム 241 を多く含むＭＯＸ燃料集合体の全炉心照射試験を性能試

験と同時に開始する。 

○ 「もんじゅ」による高次化プルトニウム含有のＭＯＸ燃料の照射試験やマイナ

ーアクチニド含有のＭＯＸ燃料の照射試験及びそれらの分析を行うため、

照射試験用燃料の製造・分析等に関する先行的な研究を実施する。 

（２）「もんじゅ」以外で行うべき研究開発 

○ 「もんじゅ」における照射試験のデータを補強・補完する観点から、「常陽」

において、特殊な照射条件・燃料条件での照射試験及びその分析を実施

する必要があるため、照射試験用燃料の製造・分析等に関する先行的な研

究を実施するとともに、「常陽」の平成２７年度の運転再開を目指し、燃料交

換機能の復旧作業に着実に取り組む。 

○ マイナーアクチニド含有燃料等の製造・再処理・回収技術や長寿命核分裂

性生成物の短寿命化に関する基礎的な研究を行う。 

○ 照射試験の実施に当たっては、国際協力を積極的に活用する。 
 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 放射性廃棄物の減容及び有害度の低減に係る全体システムの有効性を確

認するため、「もんじゅ」等による照射試験及びその分析のみならず、再処
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理等を含む全体システムの技術成立性についても検討を行う。 

○ 研究計画については、高速増殖炉開発のとりまとめのために必要な研究計

画と深く関係することから、その年限を踏まえ、有効性の確認に必要な研究

計画をこれまで（独）日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」とい

う。）から提案された実施内容をもとに検討する。 

○ 照射試験を国際協力の下で行うため、ＧＡＣＩＤの枠組みの有効活用等も視

野に入れつつ、具体的な検討を行う。 
 

Ⅳ．高速増殖炉/高速炉の安全性強化を目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 高速増殖炉/高速炉の安全性の確保は、研究開発を行う際の大前提となる

課題であり、安全性強化を目指した研究開発は、最優先に継続的かつ確

実に取り組む必要がある。 

○ 我が国では、これまでも「もんじゅ」の設計・許認可等を通じて、設計基準事

象のみならず、設計基準を超える事象の一部にも対応し得る高速増殖炉/

高速炉の安全性確保のための技術体系を構築してきた。 

○ 一方、東電福島原発事故は、シビアアクシデントの発生防止及びシビアア

クシデント発生時の緩和対応策の重要性を改めて提起したことから、高速

増殖炉/高速炉に関わる深層防護のあり方を吟味する研究開発が必要であ

る。特にシビアアクシデント発生後の緩和対応方策と緊急対応方策を検討

することにより、高速増殖炉/高速炉の安全技術体系の強化を図ることが重

要である。 

○ 「もんじゅ」は実存するプラントとして運転やアクシデントマネジメントの検討・

訓練等を通じて高速増殖炉/高速炉全体の安全技術体系を構築するため

の研究開発の場を提供することができる重要な施設である。 

○ 一方で、炉心溶融時の基礎データ取得等の「もんじゅ」で行うことが困難な

実験条件について、他の試験施設において実施したり、プラントシミュレー

ションによる原子炉の挙動解析等で行ったりすることも安全技術体系を構築

するためには必要な研究開発である。 

○ これらを総合的に実施することにより、高速増殖炉/高速炉の安全技術体系

の構築の実現を図ることが可能となる。このため、「もんじゅ」で実施する研

究開発項目と「もんじゅ」以外で実施する研究開発項目に整理し、高速増

殖炉/高速炉の安全性強化を目指した研究開発を実施する。 
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２． これまでの検討経過 

○ 高速増殖炉/高速炉の安全技術体系を構築するために、これまで行ってき

た研究開発や今後必要となる研究開発について整理し、研究開発の全体

像を検討した。 

○ その上で、今後必要となる各研究開発項目について、今後実施すべきこと

を検討した。（添付資料３参照） 
 

３．当面の研究の進め方 

（１）「もんじゅ」で行うべき研究開発 

○ 「もんじゅ」において、地震等の外部事象を含む事故に至るシナリオの検討

を幅広く行い、それらのシナリオ毎の発生頻度をＰＳＡ（確率論的安全性評

価）等の手法を用いて解析し、シビアアクシデント評価技術の構築を図ると

ともに、シビアアクシデントの発生防止と緩和対応に関する安全性向上策を

摘出する。 

○ ＰＳＡ等の手法により摘出された安全性向上策に基づき、「もんじゅ」におけ

るアクシデントマネジメントを整備するとともに、実際の訓練を行い、更なる

改善を図る。 

○ 実存プラントである「もんじゅ」を利用した自然循環試験について、全交流電

源喪失時の種々の状況を考慮した試験条件やプラント条件を検討する。 

（２）「もんじゅ」以外で行うべき研究開発 

○ フランスやカザフスタンとの共同研究が予定されているＥＡＧＬＥ３プロジェク

ト等を実施し、炉心溶融発生時におけるデブリ形成過程等、炉心損傷時の

炉内状況について基礎データを取得し評価する。 

○ また、一次冷却系や炉内冷却系の機能喪失を念頭とした新たな炉心冷却

システム開発のために、概念検討やその性能評価に必要な試験研究等を

行う。 

○ シビアアクシデント対策強化の研究開発の実施に当たっては、国際協力を

積極的に活用する。 
 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 原子力規制委員会が今後策定する予定の新安全基準の動向を踏まえつ

つ、安全性を高めるために自ら取り組むべきことについて検討を行う。 

○ シビアアクシデント対策強化の研究開発を国際協力の下で行うため、ＧＩＦ

の枠組みの有効活用等も視野に入れつつ、具体的な検討を行う。 
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Ⅴ．研究開発実施に向けた準備について  

○ 高速増殖炉開発の成果のとりまとめや、放射性廃棄物の減容及び有害度

の低減を目指した研究開発を行うために、先ずは「もんじゅ」の試験再開に

向けた準備を行う必要がある。 

○ 原子力機構によると速やかに試験再開に必要な「もんじゅ」の設備点検を開

始すれば、技術的には平成２５年度中の試験再開が可能となるとの見通し

（スケジュール）を示している。（添付資料４参照） 

○ 特に「もんじゅ」については、安全確保に万全を期すことが大前提であるが、

人材育成の観点や、国際的な開発状況の観点、さらに停止中であっても維

持管理費のために多額のコストを要するという事実を考慮した費用対効果

の観点を踏まえると、速やかに試験再開に向けた準備を行い、研究計画を

実行することが望ましい。 

○ 試験再開に際しては、原子力規制委員会が策定する新安全基準への適合

状況や破砕帯をはじめとする耐震評価等の原子力規制委員会の確認を経

た上で、試験再開に向け安全確保と国民からの信頼に応える運転体制に

万全を期すことが重要である。 
 

Ⅵ．実施機関  

○ 「もんじゅ」の設置者である原子力機構をはじめ、国内の大学や民間企業等

における研究や海外との研究協力等、総合的に研究開発を実施することが

望ましい。 
 

Ⅶ．引き続き検討が必要な事項  

○ 上記各項目で示した課題に加えて、以下の事項については、引き続き検討

が必要である。 

 研究成果のとりまとめ方法（「Knowledge Management」の観点からの検

討が必要） 

 国際協力の具体的なあり方 

 策定した研究計画を実行するための研究開発体制のあり方（柔軟かつ

より実効的、さらに機動性を持った研究体制・マネージメントの構築） 

 研究計画の評価（評価軸・時期等）のあり方 

 国民への研究成果の説明のあり方 
 

以上 
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も
ん
じ
ゅ
を
利

用
す
る
こ
と
の
優

先
度

の
分

類
基

準

１
：
「
も

ん
じ

ゅ
」
で

な
け

れ
ば

開
発

で
き

な
い

技
術

「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

は
、

等
価

な
技

術
が

開
発

で
き

な
い

も
の

（
「
も

ん
じ

ゅ
」
固

有
の

特
徴

に
依

存
す

る
技

術
）

２
：
「
も

ん
じ

ゅ
」
で

開
発

す
る

こ
と

が
合

理
的

な
技

術
等

価
な

技
術

を
「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

も
開

発
で

き
る

可
能

性
は

あ
る

が
、

「
も

ん
じ

ゅ
」
で

開
発

す
る

こ
と

が
時

間
的

、
経

済
的

、
技

術
的

な
観

点
で

適
切

な
技

術

３
：
「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

開
発

す
る

こ
と

が
可

能
な

技
術

等
価

な
技

術
を

「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

も
開

発
す

る
こ

と
が

可
能

で
、

か
つ

、
時

間
的

、
技

術
的

な
観

点
で

適
切

と
考

え
ら

れ
る

技
術

高
速

増
殖

炉
開

発
に
お
け
る
技

術
の
重

要
度

の
分

類
基

準

Ａ
：高

速
増

殖
炉

開
発

に
お

い
て

鍵
と

な
る

技
術

・高
速

増
殖

炉
の

安
全

性
、

信
頼

性
、

経
済

性
あ

る
い

は
資

源
有

効
利

用
性

の
実

現
に

係
る

技
術

成
立

性
の

確
認

に
お

い
て

不
可

欠
な

技
術

・
国

際
的

に
高

い
評

価
を

得
る

技
術

（
世

界
初

、
有

償
入

手
依

頼
、

対
等

な
対

価
の

国
際

協
力

の
対

象
と

な
る

も
の

）
Ｂ

：高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
い

て
重

要
又

は
補

強
と

な
る

技
術

・高
速

増
殖

炉
の

技
術

成
立

性
の

確
認

に
係

る
技

術
で

あ
る

が
、

Ａ
に

該
当

し
な

い
も

の
（例

え
ば

、
上

記
Ａ

の
技

術
を

補
強

・支
援

す
る

も
の

、
国

際
協

力
の

テ
ー

マ
に

な
り
得

る
も

の
）

Ｃ
：高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
は

入
ら

な
い

技
術

・高
速

増
殖

炉
特

有
の

技
術

で
は

な
い

も
の

（例
え

ば
、
タ

ー
ビ

ン
設

備
、
発

電
機

設
備

等
の

軽
水

炉
や

一
般

産
業

で
も

活
用

さ
れ

て
い

る
も

の
）

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
行

う
研

究
開

発
の
重

要
度

・
優

先
度

分
類

に
つ
い
て
（
１
／

２
）

高
速

増
殖

炉
プ

ラ
ン

ト
と

し
て

の
技

術
成

立
性

の
確

認
等

の
高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
必

要
な

技
術

を
特

定
す

る
た

め
、

｢も
ん

じ
ゅ

｣の
技

術
体

系
を

整
理

。
そ

の
上

で
、

こ
れ

ら
を

｢高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
け

る
技

術
の

重
要

度
｣と

｢も
ん

じ
ゅ

を
利

用
す

る
こ

と
の

優
先

度
｣の

２
つ

の
軸

で
表

を
整

理
。

以
下

の
観

点
で
技

術
を
そ
れ
ぞ
れ
再

整
理

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
お
い
て
研

究
開

発
可

能
な
技

術

１
）
炉

心
・
燃

料
技

術
高

次
化

Ｐ
ｕ
／

Ａ
ｍ

含
有

組
成

燃
料

で
構

成
さ

れ
た

炉
心

の
設

計
技

術
実

用
規

模
燃

料
等

の
設

計
技

術
等

２
）
機

器
・
シ

ス
テ

ム
設

計
技

術
ル

ー
プ

型
炉

プ
ラ

ン
ト
系

統
設

計
技

術
・
評

価
技

術
ル

ー
プ

型
炉

の
大

型
機

器
設

計
技

術
・
評

価
技

術
等

３
）
ナ

ト
リ
ウ

ム
取

扱
技

術
原

子
炉

容
器

・
１
次

主
配

管
用

ＩＳ
Ｉ技

術
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
用

ＩＳ
Ｉ技

術
等

４
）
プ

ラ
ン

ト
運

転
・
保

守
技

術
ト
ラ

ブ
ル

等
か

ら
得

ら
れ

る
知

見
の

集
積

に
よ

る
運

転
技

術
・
保

守
技

術
の

向
上

燃
料

取
扱

系
機

器
の

保
守

管
理

技
術

等

５
）
安

全
機

能
確

認
・
評

価
技

術
大

規
模

系
統

で
の

自
然

循
環

除
熱

設
計

技
術

・評
価

技
術

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
発

生
防

止
・
影

響
緩

和
に

係
る

設
計

対
応

技
術

等

添
付

資
料

１
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も
ん
じ
ゅ
を
利
用
す
る
こ
と
の

優
先
度

１ 「
も
ん
じ
ゅ
」
で
な
け
れ
ば

開
発
で
き
な
い
技
術

２ 「
も
ん
じ
ゅ
」
で
開
発

す
る
こ
と
が
合
理
的
な
技
術

３ 「
も
ん
じ
ゅ
」
以
外
で
開
発
す
る
こ
と

が
可
能
な
技
術

高 速 増 殖 炉 開 発 に お け る 技 術 の 重 要 度

Ａ 高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
い

て
鍵

と
な

る
技

術
(成

果
の

と
り
ま

と
め

に
不

可
欠

な
も

の
)

Ａ
１

【
炉
心
・
燃
料
技
術
】

・
高
次
化
Ｐ
ｕ
／
Ａ
ｍ
含

有
組
成
燃
料
で
構
成
さ
れ
た
炉
心
の
設
計

技
術
・
管
理
技
術

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
ル
ー
プ
型
炉
プ
ラ
ン
ト

系
統
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
ホ
ッ
ト
ベ
ッ
セ
ル
原
子

炉
容
器
の
設
計
・
評
価
技
術

・
計
測
設
備
設
計
技
術
の

内
、
炉
外
核
計
装
、
Ｆ
Ｆ
Ｄ
の
設
計
技
術

・
燃
料
取
扱
シ
ス
テ
ム
設

計
技
術

【
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術
】

・
原
子
炉
容
器
／
１
次
主

配
管
用
Ｉ
Ｓ
Ｉ
技
術

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守
技

術
】

・
１
次
系
配
管
・
炉
容
器

外
配
置
１
次
系
機
器
の
保
守
管
理
技
術

・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
か
ら
得

ら
れ
る
知
見
の
集
積
に
よ
る
運
転
技
術
・

保
守
技
術
の
向
上

【
安
全
機
能
確
認
・
評
価
技

術
】

・
も
ん
じ
ゅ
の
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
防
止
／
緩
和
対
策
・
評
価
技
術

・
大
規
模
系
統
で
の
自
然

循
環
除
熱
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
安
全
保
護
系
統
（
計
装

、
保
護
動
作
）
の
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
－
水
反
応

防
止
／
緩
和
設
備
の
設
計
技
術
・
評
価
技
術

Ａ
２

【
炉
心
・
燃
料
技
術
】

・
実
用
規
模
燃
料
等
の

設
計
技
術

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計

技
術
】

・
ル
ー
プ
型
炉
の
大
型

機
器
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
計
測
設
備
設
計
技
術

の
内
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出

技
術
、
水
漏
え
い
検

出
技
術
、
タ
グ
ガ
ス
式
燃
料
破
損

位
置
検
出
技
術

【
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術

】
・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

用
Ｉ
Ｓ
Ｉ
技
術

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
管
理
技

術
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
度
管
理
、

放
射
化
物
（
Ｃ
Ｐ
挙

動
、
ト
リ
チ
ウ
ム
挙
動
）
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
蒸
気
管
理
、

洗
浄
等
）

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守

技
術
】

・
高
速
増
殖
炉
発
電
プ

ラ
ン
ト
の
運
転
管
理
技
術

・
高
速
増
殖
炉
の
保
守

管
理
技
術
(
２
次
系
機
器
等
)

・
燃
料
取
扱
系
機
器
の

保
守
管
理
技
術

Ａ
３

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技
術
】

・
高
温
構
造
設
計
･
評
価
技
術
（
コ
ー

ル
ド
試
験
、
常
陽
照
射
等
）

・
検
出
機
器
類
の
性
能
向
上
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守
技
術
】

・
廃
炉
関
連
技
術
＊
（
先
行
炉
、
海

外
炉
）

＊
：
廃
炉
時
に
確
認

【
安
全
機
能
確
認
・
評
価
技
術
】

・
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発
生
防
止
・

影
響
緩
和
に
係
る
設
計
対
応
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
炉
）

・
自
然
循
環
時
の
詳
細
温
度
分
布
等
に

よ
る
解
析
技
術
（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

Ｂ 高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
い

て
重

要
又

は
補

強
と

な
る

技
術

（
成

果
の

取
り

ま
と

め
に

有
用

な
も

の
）

Ｂ
１

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
水
・
蒸
気
系
設
備
設
計

技
術
の
内
、
制
御
特
性
・
過
渡
特
性
に
関

す
る
設
計
技
術
・
評
価

技
術

Ｂ
２

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計

技
術
】

・
水
・
蒸
気
系
設
備
設

計
技
術
の
内
、
蒸
気
発
生
器
等
設

計
・
評
価
技
術

Ｂ
３

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技
術
】

・
２
次
系
ポ
ン
プ
設
計
･
評
価
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
、
海
外
炉
）

・
主
循
環
ポ
ン
プ
調
速
用
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ
の

設
計
技
術
（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

・
浸
漬
型
純
化
系
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

設
計
技
術
（
海
外
炉
）

Ｃ 高
速

増
殖

炉
の

成
果

の
と

り
ま

と
め

に
は

入
ら

な
い

技
術

Ｃ
１

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
発
電
所
補
助
シ
ス
テ
ム

設
計
技
術
（
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
消
費
量
、

制
御
用
圧
縮
空
気
圧
力

、
等
）

・
タ
ー
ビ
ン
／
発
電
機
設

計
技
術

Ｃ
２

Ｃ
３

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
行

う
研

究
開

発
の
重

要
度

・
優

先
度

分
類

に
つ
い
て
（
２
／

２
）

高
速

増
殖

炉
プ

ラ
ン

ト
と

し
て

の
技

術
成

立
性

の
確

認
等

の
高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
必

要
な

技
術

を
特

定
す

る
た

め
、

｢も
ん

じ
ゅ

｣の
技

術
体

系
を

整
理

。
そ

の
上

で
、

こ
れ

ら
を

｢高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
け

る
技

術
の

重
要

度
｣と

｢も
ん

じ
ゅ

を
利

用
す

る
こ

と
の

優
先

度
｣の

２
つ

の
軸

で
表

を
整

理
。
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「高
速

増
殖

炉
に

よ
る

環
境

負
荷

低
減

の
有

効
性

を
確

認
す

る
」た

め
、
従

来
知

見
を

整
理

し
、
「も

ん
じ

ゅ
」等

に
お

け
る

燃
料

の
照

射
試

験
等

で
実

施
す

べ
き

試
験

項
目

候
補

を
検

討
。

放
射

性
廃

棄
物

の
減

容
及

び
有

害
度

の
低

減
を
目

指
し
た
研

究
開

発
添

付
資

料
２

「も
ん

じ
ゅ

」照
射

試
験

候
補

目
的

M
1

M
O
X
燃

料
集

合
体

の
照

射
試

験
も

ん
じ

ゅ
燃

料
設

計
妥

当
性

確
認

、
A
m

含
有

M
O
X
の

定
常

照
射

で
の

挙
動

、
H
e
効

果
の

確
認

M
2

高
次

化
P
u-

M
O
X
燃

料
の

照
射

試
験

高
次

化
P
u-

M
O
X
燃

料
の

照
射

挙
動

確
認

、
H
e

効
果

の
確

認

M
3

G
A
C
ID

-
1
先

行
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
実

規
模

燃
料

ピ
ン

の
照

射
挙

動
確

認

M
4

G
A
C
ID

-
1
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
実

規
模

燃
料

ピ
ン

の
照

射
挙

動
確

認
(M

A
濃

度
、
燃

料
仕

様
、
燃

料
製

造
方

法
が

M
3
と

異
な

る
)

「常
陽

」照
射

試
験

候
補

目
的

J
1

A
m

-
1
長

期
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
燃

料
の

被
覆

管
内

面
腐

食
等

の
燃

焼
依

存
挙

動
デ

ー
タ

取
得

J
2

A
m

-
1
短

期
高

出
力

試
験

M
A
含

有
M

O
X
燃

料
の

燃
焼

初
期

に
お

け
る

元
素

再
分

布
、
組

織
変

化
等

の
挙

動
デ

ー
タ

取
得

J
3

M
A
含

有
高

P
u-

M
O
X
燃

料
の

系
統

的
試

験

高
P
u富

化
度

条
件

で
燃

料
組

成
、
燃

料
仕

様
パ

ラ
メ

タ
の

照
射

挙
動

へ
の

影
響

に
つ

い
て

の
デ

ー
タ

を
系

統
的

に
取

得

J
4

G
A
C
ID

-
1
先

行
照

射
試

験
ペ

レ
ッ

ト密
度

の
影

響
に

つ
い

て
の

デ
ー

タ
取

得
と

M
3
試

験
と

の
比

較
に

よ
り
ス

ケ
ー

ル
効

果
を

評
価
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高
速

増
殖

炉
/
高

速
炉

の
安

全
技

術
体

系
を

構
築

「
も

ん
じ

ゅ
」の

設
計

・
建

設
・
許

認
可

を
通

し
て

構
築

し
て

き
た

高
速

増
殖

炉
の

安
全

性
確

保
の

た
め

の
技

術
体

系

こ
れ

ま
で

実
証

炉
等

に
向

け
て

実
施

し
て

き
た

安
全

研
究

の
成

果

＋

第
4
世

代
炉

の
国

際
標

準
S
D
C
、

S
D
G
に

も
国

際
協

力
の

取
組

の
一

環
と

し
て

反
映

を
目

指
す

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

トマ
ネ

ジ
メ

ン
ト(

S
A
M

)策
の

充
実

と
そ

の
実

証
的

な
確

認
や

訓
練

・運
用

●
S
A
M

策
の

整
備

（外
部

事
象

（地
震

、
津

波
等

）及
び

全
電

源
喪

失
事

故
へ

の
対

策
強

化
等

）
●

高
速

増
殖

炉
の

安
全

裕
度

の
実

証
（自

然
循

環
試

験
等

）、
S
A
M

の
訓

練
・運

用
と

改
良

確
率

論
的

安
全

評
価

等
に

よ
る

総
合

的
な

安
全

評
価

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

構
築

●
地

震
・津

波
等

を
含

む
S
A
事

象
に

つ
い

て
P
S
A
（確

率
論

的
安

全
評

価
）の

実
施

と
安

全
向

上
策

の
摘

出
●

ス
ト
レ

ス
テ

ス
ト
に

よ
る

安
全

裕
度

評
価

と
安

全
向

上
策

の
摘

出

炉
心

損
傷

時
の

再
臨

界
の

防
止

と
事

象
の

炉
容

器
内

終
息

を
図

る
た

め
の

研
究

●
炉

心
溶

融
時

の
挙

動
分

析
の

た
め

の
試

験
（E

A
G
L
E
 ）

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

確
立

損
傷

炉
心

燃
料

等
を

安
定

に
冷

却
で

き
る

手
段

の
多

様
化

を
行

う
研

究
●

S
A
後

の
炉

心
冷

却
性

に
関

す
る

ナ
トリ

ウ
ム

試
験

（A
th

e
N
a）

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

確
立

S
A
対

策
強

化
の

具
体

化
●

「も
ん

じ
ゅ

」の
実

機
経

験
・知

見
取

得
及

び
S
A
研

究
成

果
に

基
づ

く
S
A
対

策
の

確
立

(最
適

化
)

●
国

際
標

準
の

安
全

設
計

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

（
S
D
C
）
・
安

全
設

計
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

(S
D
G
)の

構
築

と
こ

れ
に

必
要

な
S
A
に

関
わ

る
安

全
設

計
・評

価
の

具
体

的
要

求
事

項
の

整
備

高
速
増
殖
炉
/高

速
炉
の
安
全
性
強
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発

「
も

ん
じ

ゅ
」

以
外

で
実

施

「
も

ん
じ

ゅ
」

で
実

施

東
電

福
島

事
故

を
踏

ま
え
実

施
す
る
安

全
性

強
化

の
た
め
の
研

究
開

発

添
付

資
料

３

東
電

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
経

験
を

踏
ま

え
た

高
速

増
殖

炉
/
高

速
炉

の
安

全
技

術
体

系
を

構
築

す
る

た
め

、
「も

ん
じ

ゅ
」
で

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
（
Ｓ

Ａ
）
対

策
に

関
す

る
実

践
的

な
研

究
開

発
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
S
A
を

模
擬

し
た

試
験

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

コ
ー

ド
を

含
む

S
A
評

価
技

術
の

開
発

を
実

施
す

る
こ

と
を

検
討

。
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２
．
設

備
の
健

全
性

確
認

水
・
蒸

気
系

終
了 ▼

（設
備

点
検

、
水

・蒸
気

系
の

機
能

確
認

等
）

試
験
再
開
準
備

（
４
ヶ
月

程
度

）
安
全
面
の
確
認

性
能
試
験

１
．
研

究
計

画
の
策

定
中

間
取

り
ま

と
め

▼
最

終
取

り
ま

と
め

▼

技
術
面
の
検
討

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

但
し

、
規

制
委

員
会

が
新

た
に

定
め

る
安

全
基

準
へ

の
対

応
等

の
状

況
に

よ
っ

て
、
確

認
の

時
期

の
変

更
は

あ
り
得

る
。

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

試
験

再
開

に
必

要
な

設
備

の
点

検
通

常
設

備
点

検

敷
地

内
の

破
砕

帯
追

加
調

査

３
．
改

正
原

子
炉

等
規

制
法

対
応

基
準

の
公

布
・施

行 ▼

破
砕

帯
調

査
終

了
▼

耐
震

再
評

価
終

了
▼

活
断

層
の

連
動

性
審

議

規
制

委
員

会
安

全
基

準
等

整
備

４
．
耐

震
評

価
対

応

試 験 再 開 に 向 け た 確 認夏
頃

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
試

験
再

開
に
向

け
て
検

討
・
確

認
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て

添
付

資
料

４
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（参考資料１） 

 

科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 原子力科学技術委員会 

もんじゅ研究計画作業部会委員 構成員 

 

 

主  査 山名  元  京都大学原子炉実験所教授 

主査代理 稲田 文夫 一般財団法人電力中央研究所 

原子力技術研究所副所長 

大島 まり 東京大学大学院情報学環・生産技術研究所教授 

笠原 直人 東京大学大学院工学系研究科教授 

北田 孝典 大阪大学工学研究科准教授 

黒崎  健  大阪大学工学研究科准教授 

永井 康介 東北大学金属材料研究所教授 

村上 朋子 財団法人日本エネルギー経済研究所 

戦略研究ユニット原子力グループマネージャー 

山口  彰  大阪大学大学院工学研究科教授 
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（参考資料２） 

 

科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会原子力科学技術委員会 

もんじゅ研究計画作業部会 検討の経緯 

 

 

第１回 平成２４年１０月２９日（月） 

（１） もんじゅ研究計画作業部会について 

（２） 革新的エネルギー・環境戦略について 

（３） 研究計画策定に向けた検討事項について 

（４） 高速増殖炉サイクルの研究開発の従来の計画及びこれまでの成

果について 

 

第２回 平成２４年１１月８日（木） 

（１）「もんじゅ」等の研究計画について 

 

第３回 平成２４年１１月２１日（水） 

（１）「もんじゅ」等の研究計画について 

 

第４回 平成２４年１１月３０日（金） 

（１）「もんじゅ」等の研究計画について 

 

第５回 平成２４年１２月１１日（火） 

（１）「もんじゅ」等の研究計画について 
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（参考資料３） 

これまでの審議における主な意見及び論点 

 

１． 研究計画策定の検討の前提について 

 「もんじゅ」を、いかに有効に活用して、国民に成果を還元するかが問われて

いる。国民目線で検討すべき。 

 明確な達成目標を示さないと、国民は納得しない。「もんじゅ」を動かして、

成果を多く輩出していくことが大切。 

 これまでの反省は反省として踏まえた上で、国民に新たな計画の魅力が伝

わるような計画にすべきではないか。 

 安全な原子炉の実現をしていくということも大切な視点。作業部会の中で、

安全研究・安全対策についてもきちんと議論すべき。 

 とりまとめを目的化せず、原子力研究開発の大きな流れの中で、「もんじゅ」

で何をどこまでやるべきか、を議論すべき。 

 我が国から世界への貢献や次世代への継承も考えた計画にすべき。 

 現時点において今回定めた研究計画の後に次を続けるかどうかを決めるこ

とはできない。今は、「もんじゅ」でできるだけ成果を上げるために何をすべき

かを考えるべき。 

 これまで「もんじゅ」は、いずれ高速増殖炉を実用化するという目的で研究

開発を行ってきた。原型炉という目標に対して、「もんじゅ」は何ができるかと

いうことを問われている。今後、高速増殖炉をどうするかを政府が判断する

ために必要なデータをそろえるということではないか。 

 今まで、高速増殖炉開発では経済性が注目されていたが、東電福島事故

を経験し、安全に対する見方が変わった今、ループ型のような分散型炉は、

炉のマネージ性の観点で注目されていると思う。例えば、安全系が分散配

置でき、かつ多様性・独立性の高い点や、コンポーネントのリプレイスのし易

さ、メンテナンス時の被ばくを押さえる点において優位性があるのではない

か。 

 

２． 高速増殖炉サイクルの意義について 

 原点に帰ることが重要。核燃料サイクルは、将来の不透明さに備えるという

こと。将来のエネルギー確保にきちんと対応できるということを、実績として

示すということが大切。プルトニウムという自前の燃料を生み出すことができ

るというのは、如何に画期的でメリットがあることかを示すことが大切。 
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 高速増殖炉プラントは、まずは発電を目指しているが、高速炉技術を持って

いれば、軽水炉では終わり切れないものを背負っていけることになっている。

そういう期待を高速炉は持っている。高速中性子しかできないこと。高速炉

体系で技術を持つべき意義が問われている。 

 使用済燃料を直接処分してごみにしようという考え方と、再処理を行い使用

済燃料の有効利用を目指す核燃料サイクルという考え方がある。後者には、

高速炉をもつことが大切であり、その観点において、「もんじゅ」で研究する意

義が出てくる。「もんじゅ」から、このサイクル確立のために、必要な技術を獲

得するために何をすべきかを考え、計画をつくらなければならない。 

 脱原発に関係なく、高速増殖炉の技術は、プルトニウムや高レベル放射性

廃棄物の減容等の観点から有用な技術ではないか。 

 

３． 高速増殖炉開発の成果のとりまとめの内容について 

（発電機能について） 

 「もんじゅ」は、今後も発電炉としていくのか。それとも巨大な材料試験炉とな

るのか。まずは、発電するかどうかを決める必要がある。 

 しっかりと運転して、技術成立性の確認を行うべき。発電がうまくいくかを確

認していくことが重要。 

 「常陽」で確認できなかったのは、発電。「もんじゅ」は、蒸気発生器をはじめ

とする、ナトリウム・水関連の設備が全体システムの中で調和するかを確認

するという点で価値がある。フルパワーで発電し続ける必要はないが、発電

機能の実証は、高速増殖炉プラントシステムとして成立し得るかどうかの重

要な要素の一つ。 

（コストについて） 

 将来のコストを評価するために、「もんじゅ」はどう貢献できるのか明らかにす

ることも重要な視点。 

 コストは、オプションとして保持するか判断するために大切な観点。技術の成

立性だけでなく、これらについても検討をすべき。 

 コストを決めるのは稼働率。軽水炉のように導入初期のように経験しないと

わからないことを、経験するということが大切である。バグ出しや初期故障の

経験は、非常に大切である。 

（安全性について） 

 安全性をどこまで確保できるかは、高速増殖炉をオプションとして考える際

の切り札。これを念頭にした上で、開発成果をまとめるべき。 
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 自然循環の確認は大切。データをきちんととって検証すべき領域。 

 「もんじゅ」を母体とした安全性強化の取組の可能性を、世界が求めるデー

タとは何かの観点を踏まえて検討すべき。 

 もんじゅを運転する際には、どういうリスクがあるのか、整理をした方がよいの

ではないか。実際に、シビアアクシデントが起きた時、収束させるためにどの

ような検討を行うのか。具体性を持って示した方がよいのではないか。 

（トラブルについて） 

 トラブルであれば、トラブルで終わらせるというシステムの改善を継続的に行

うことが大切。 

 トラブル等について第三者として検証できる仕組みが必要ではないか。どう

対策をとっていくかについてきちんと検証していく仕組みが必要。 

 「もんじゅ」は試運転や定格運転を通じて、バグ出しを行い、今後の安全性

につなげていくことが大切。また、これらを知見として集積し、体系化すること

が重要。データベース化するシステムを構築してほしい。 

 トラブル等の知見の集約をする仕組みには、人材育成等、今後に活かすた

めにフィードバックする仕組みも重要。データベースを作ること自体を目的と

するのではなく、技術に役立てるために作るもの。次にどう活かしていくのか

を念頭に仕組みを構築すべき。 

 絵に描いた餅とならないようにすることが大切。平時の安全確保のために、

何をすべきか。 

 トラブル等の知見を反映する際は、表面的な対応をするのではなく、そのトラ

ブルの根本を分析し、高速増殖炉として効果ある対策を検討することが重

要。 

（技術の重要度分類について） 

 「もんじゅ」を動かせばループ型炉の成果が出てくることは当然ではあるが、

前提は、高速増殖炉プラントのとりまとめ。ループ型炉特有ではない、Ｎａ取

扱技術等も、高速増殖炉開発のとりまとめには大切な技術のはず。ループ

型炉としての価値と、高速増殖炉のとりまとめとしての価値と２つの観点で検

討すべき。 

 原子炉の安全性は、コスト以上に大切な話。安全性の向上が強く求められ

ている中で、トラブル対応から得られる知見の集積が重要度Ｂというのはい

かがかと思う。非常に重要な観点であるので、再考すべき。 

 将来の可能性として残っているものについて、原型炉としてしっかりデータを

取ることを、海外ではなく「日本」でやるということの視点も必要。 
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 「もんじゅ」特有の機能を実証することは、確かに重要であるが、そもそも重

要度の分類を付けるときに、まずは果たして今後必要とされる技術かという

ことがないのではないか。今後、お呼びではない技術であれば、技術分類は

変わる。 

 ナトリウム冷却高速炉の今後の活用に資するための技術を抽出すべきでは

ないか。 

 原型炉を再び建設しなくてもよいように「もんじゅ」でここまで行うべきという観

点も重要ではないか。 

（その他） 

 安全基準の策定は大切であるが、国民から信頼されることも大切。自主的

にルールを設定することは大切であるが、そのルールを守る、監視するとい

う体制をちゃんと組み、マネジメントができているというところを見せていかな

いと、国民として安心を感じることはできない。そういう観点も考えているとい

うことを示す必要がある。 

 

４． 放射性廃棄物低減・有害度低減について 

（研究の全体像） 

 核データ、材料データ等の基礎データ関係をそろえて、次の段階がある。全

体像がきちんとわかる説明をしてほしい。 

 燃料挙動をみるだけの試験計画になっている。有害度低減の有効性評価

に本当につながるのか。照射試験もこの試験範囲で本当によいのか更なる

検討が必要。 

 高速炉用の再処理施設の必要性が、無視されている。「もんじゅ」だけでは

廃棄物低減の研究は完結しない。全体像がないと「もんじゅ」の照射試験の

位置づけがはっきりしない。 

 「もんじゅ」だけではなく、「常陽」も重要な役割を果たすので、全体の研究計

画で、「常陽」がどう貢献するか明確にすべき。 

（照射試験について） 

 シミュレーションである程度わかる部分もあるが、実際に燃料を製造し、照射

してはじめて、原子炉の中で何が起こるかわかるので､「もんじゅ」等を用いた

照射試験を行う意義は大きい。 

 照射試験は、産業利用の分野でも期待高い。非常に貴重な役割を果たす

べきであるし、もしそういう役割を果たすのであれば、コンソーシアムを世界

的に構築して活動していくのはどうか。 
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（その他） 

 マイナーアクチニド燃焼等による廃棄物の低減という観点のみならず、プルト

ニウムの燃焼の観点からも高速炉は重要。 

 長寿命放射性核種の対策は魅力的な話である。こういう研究に、「もんじゅ」

がどう貢献できるのかという話ができればよいのではないか。 

 放射性廃棄物の減容は、研究成果が確認されるまで時間がかかるが、将

来的には、世界共通の課題となることが想定されるため、我が国として大き

な国際貢献ができる可能性がある。 

 

５． 高速増殖炉の安全強化に関する取組について 

（研究の全体像） 

 安全研究・シビアアクシデント研究は大切であるが、設計ベースで対応でき

ることと、運転を通じてしか対応できないことがある。全体戦略をどうするの

か。そこが整理できれば、「もんじゅ」を動かす意味も見えてくるのではない

か。 

 東電福島事故を踏まえると､従来の安全対策ではシビアアクシデント対策に

ついて不十分なところがあった｡高速炉システムとして東電福島事故を踏ま

えた本質的安全論という研究と､「もんじゅ」を用いてこれらにどう貢献するか

という研究が安全強化研究の軸ではないか。 

 安全性向上に向けた取組は、「継続的」に行っていくことが大切。「継続的」

ということが、どこかに見えないと行けないのではないか。ＰＳＡと実機への適

用のＰＤＣＡを回して確認していくことが大切。 

 「安全研究に「継続」的に取り組むことが大切」と言うのは簡単であるが、実

際は大変。必要となる技術開発に継続的に取り組むことが重要。安全評価

やその実証実験に携わる人材が、一定のレベルで維持されることが大切。

これは、東電福島事故の教訓そのものではないか。 

（シビアアクシデント対策について） 

 シビアアクシデント対策として今後､原子炉の安全をどう強化していくか。事象

が起きにくいとはいえ、改善していく仕組みをいれて、継続的に改善していく

ことが重要。想定では到底起こりえないが、発生すると重大になるようなこと

は、きちんと対応していくことが大切。 

 ＰＳＡ（確率論的安全評価）を行うとシビアアクシデントの発生確率は非常に

低くなるが、低いからといって無視をするのではなく、この結果を安全強化に

有効利用するかを考えていくべき。 
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 ストレステストやＰＳＡは、安全裕度や安全性の確認ではなく、クリフエッジや

ウィークリンクの確認のために行うものである。 

 実験も大切であるが、評価コードを同時にきちんと揃えることも大切。 

 長い時間スケールを踏まえた検討（炉心規模や設計の相違）が必要ではな

いか。 

（アクシデントマネジメントについて） 

 東電事故を踏まえると、今後は事故が起こったときに、どう収束させるのかと

いうアクシデントマネジメントが大切になっていく。安全研究は、シミュレーショ

ンだけでなく、実際にやってみる必要がある｡「もんじゅ」で実際に事故時を想

定したアクシデントマネジメントのシミュレーションを行う等の視点での利用も

大切。 

 シビアアクシデントマネジメントは、人が介在する。命令系統等のマネジメント

の観点で、どう評価するのか。人のマネジメンや情報伝達等の観点を、シビ

アアクシデントを議論するときには含めるべき。 

 ストレステストは、アクシデントマネジメントに対して様々な知見が得られる。ア

クシデントマネジメントを現場でどう反映をするのか､組織全体にどう反映する

のかは､「もんじゅ」という実機がなければできない話｡ストレステストをして､「も

んじゅ」の特性を現場の人が把握するということも重要。 

（その他） 

 ロバスト性と信頼性を有し､事故発生後も計測可能な計装系の開発も重要｡ 

 

６． 今後の検討事項について 

（国際協力について） 

 形式的な協力だけではなく、中身のある協力にしていくことが重要。 

 国際協力を行うことに異論はないが､取組の優先度は戦略的に考えるべ

き。 

 日本で獲得した知見を、どのようにデータとして取りまとめ､何を海外に提供・

販売し、何を日本として囲い込んで有効活用するのか、整理が必要ではな

いか。 

（成果の取りまとめの方法について） 

 「knowledge management」が鍵。日本では知見を取りまとめるということがう

まくいってない。どのような観点からデータをまとめて知見を整備するのかを

検討することが重要。 
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（参考資料４） 

用語解説 

 

AM（Accident Management） 

アクシデントマネジメントの項を参照 

 

CP（Corrosion product） 

 放射性腐食生成物 

ステンレス鋼などの原子炉を構成する材料から化学的な作用によって生

成された腐食物が冷却材（ナトリウムなど）とともに循環している間に、炉

心の中性子によって放射化された物質のこと。コバルト６０、コバルト５８、

マンガン５４など。 

 

EAGLE （ Experimental Acquisition of Generalized Logic to Eliminate 

recriticalities）プロジェクト 

カザフスタン共和国の研究炉（IGR 炉；黒鉛減速パルス出力炉）を用いた

日本とカザフスタンとの共同試験研究プロジェクト（今後、仏国も参加予

定）。炉心損傷事故時に溶融燃料を速やかに炉心外に排出する仕組み

により再臨界が生じないとの見通しを実験的に得ることを目的としている。 

 

FBR（Fast Breeder Reactor) 

高速増殖炉の項を参照 

 

FFD（Failed Fuel Detection） 

 破損燃料検出 

 炉心に装荷している燃料の破損を検出すること。 

 

GACID(Global Actinide Cycle International Demonstration） 

 包括的アクチニドサイクル国際実証 

高速実験炉「常陽」及び高速増殖原型炉「もんじゅ」を用いて、マイナー

アクチニド（MA）を含んだ燃料の照射試験を実施し、MA のリサイクルが可

能であることを実証する国際共同計画。参加国（機関）は、日本（JAEA)、

仏国（CEA)、米国（DOE）の 3 国。 
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GIF（Generation IV International Forum） 

 第 4 世代原子力システム国際フォーラム 

第 4 世代炉の開発プログラムを国際的に推進するための枠組み。米、日、

英、韓、南ア、仏、カナダ、ブラジル、アルゼンチン、スイスの 10 カ国と 1

機関(EU) が 2001年 7 月に結成。6 つの原子炉概念に絞って研究開発

を進めている。その後、中国、ロシアが加わり、現在は 12 カ国と 1 機関が

参加。 

 

ISI (In-Service Inspection) 

 供用期間中検査 

原子力発電所などの原子炉施設において、運転休止期間中に非破壊

検査により構成機器の検査を行い、機器に要求される安全機能の確認

をする検査のこと。 

 

MA（Minor Actinide） 

マイナーアクチニドの項を参照。 

 

MOX（Mixed Oxide）燃料 

 混合酸化物燃料の項を参照 

 

O/M 比 

原子炉で使用される核燃料に含まれるウランやプルトニウムなどの重金

属元素（Metal）と酸素（Oxygen）との原子数の比率のこと。酸化物燃料

の特性を評価する指標の一つ。 

 

Phenix 

フランス原子力庁（CEA）マルクール研究所にある高速増殖原型炉。

1973 年初臨界、2010 年運転終了。 

 

PSA（Probabilistic Safety Assessment） 

 確率論的安全評価の項を参照 
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Pu 富化度 

 プルトニウム富化度 

ウランとプルトニウムの混合酸化物燃料に含まれるプルトニウムの濃度の

こと。 

 

SA（Severe Accident） 

 シビアアクシデントの項を参照 

 

VVVF（Variable Voltage Variable Frequency） 

 可変電圧・可変周波数制御 

交流電動機をその特性に合わせて任意の速度、回転数で動作させる制

御方式。 

 

アクシデントマネジメント 

設計基準上では想定していないような事態発生に備えてあらかじめ設置

した機器や、設計上使用できる保証がなくても実際には使用可能な機器

などを活用することによって、事故のシビアアクシデント への発展を防止

するために採られる措置。若しくは、万一シビアアクシデントに至った場合

でも被害を最小限にとどめるために採られる措置。 

（出典：原子力規制委員会ホームページ（旧保安院の用語集）から 

http://www.nsr.go.jp/archive/nisa/word/1/0024.html） 

 

確率論的安全評価 

原子力施設の異常をもたらす事象の組み合わせ（事故シーケンス）とそ

の発生確率、事故シーケンスがもたらす影響及びリスク を体系的に評

価する方法。 

（出典：原子力規制委員会ホームページ（旧保安院の用語集）から

http://www.nsr.go.jp/archive/nisa/word/6/0150.html） 

 

高次化プルトニウム 

プルトニウムの同位体のうち、核分裂性同位体であるプルトニウム２３９よ

りも質量数の大きい同位体（プルトニウム２４０、２４１など）の割合が相対

的に高いプルトニウムのこと。 
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高速増殖炉 

プルトニウムとウランの混合酸化物（MOX 燃料）などを燃料として使用し、

プルトニウムなどの核分裂により発生する高速中性子を、核分裂反応の

維持だけではなく、ウラン２３８の中性子捕獲反応による新たな核分裂性

プルトニウムの生成などにも利用することで、最終的には、使用した燃料

よりもさらに多くの燃料を新たに生み出すこと（増殖）を目的とした原子

炉。 

 

コールドトラップ 

ナトリウム中の不純物の溶解度が温度の低下とともに減少することを利用

し、ナトリウム中の不純物を取り除く装置のこと。 

 

混合酸化物燃料 

原子炉で使用される核燃料のうち、ウランとプルトニウムの酸化物を混合

して製造される燃料のこと。 

 

再臨界  

炉心損傷事故において、溶融した炉心燃料が大規模に集中して予期せ

ぬ臨界に至った場合のこと。 

 

シビアアクシデント 

原子炉において、炉心が損傷し大量の放射性物質が放出される可能性

があるような苛酷な事故（たとえば格納容器の損傷など）。苛酷事故とも

呼ばれる。 

 

線出力 

燃料棒（燃料要素、燃料ピンともいう。）の単位長さあたりの出力（発熱

量）のこと。kW/m、W/cm などの単位で表す。 

 

長寿命核分裂性生成物 

核分裂反応により生成される核分裂生成物の中で、非常に半減期が長

い放射性核種のこと。テクネチウム９９（半減期約２１万年）、よう素１２９

（半減期約１５７０万年）などがある。 
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燃焼度 

核燃料の燃焼程度を示す量のこと。核燃料の重量あたりの累積発熱量

（MWd/t）や核分裂を起こした重金属元素（ウラン、プルトニウム等）の原

子数比率（at%）で表す。 

 

被覆管 

燃料棒（燃料要素、燃料ピンともいう）から核分裂生成物などが外部に漏

れることを防ぐため核燃料を密封する金属製のさや管のこと。核燃料を

装填後、両端部を溶接密封する。軽水炉ではジルコニウム合金製、高

速増殖炉では、ステンレス鋼製等を使用。 

 

放射性廃棄物 

原子力施設から発生する放射性物質を含む廃棄物の総称。高レベル

放射性廃棄物と低レベル放射性廃棄物と２つに大別される。 

 

ホットベッセル 

原子炉容器のコンパクト化を図るため、原子炉容器の炉壁に冷却流路を

設けないで簡素な炉容器構造としたもの。 

 

マイナーアクチニド 

原子番号８９のアクチニウムから同１０３のローレンシウムの１５種類のアク

チニド元素のうち、超ウラン元素（原子番号９２のウランよりも大きな原子

番号の元素の総称）からプルトニウムを除いた元素（ネプツニウム（Np）、

アメリシウム（Am）など）のこと。全て放射性元素であり、長半減期であるも

のが多いことが特徴。 

 

ループ型炉 

高速増殖炉の代表的な形式の１つ。ループ型炉は、原子炉容器内に炉

心を収容し、原子炉容器外に配置した 1 次冷却系循環ポンプや中間熱

交換器を配管で結合している。ループ型は機器の独立性が高く、保守・

補修時の接近性に優れている。また、タンク型と比較して耐震性に優れ

ているといわれている。 
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炉心損傷 

シビアアクシデントとして想定する事象。燃料集合体の形状が崩れる等、

著しく炉心が損傷した状態をいう。 
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